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ロコモ評価機器「健幸 aiちゃん」を用いた地域および組織連携によるヘルス

ケアネットワーク創出の社会実証研究研 

 

ロボット・メカトロニクス学科  高橋 勝美 

 

１．研究の目的 

 本研究は、中高年気におけるメタボリックシンドロームやロコモティブシンドローム

を予防することで、高齢症が進めるフレイル予防につながり、最終的には健康寿命の延

伸につなげることができると考えている（下記概念図参照）。 

 

 

そこで、本研究は、地域住民の健康を守る医療機関や行政機関、福祉法人が管理する地

域包括支援センターなどと連携を図り、ロコモティブシンドローム予防に取り組むヘルス

ケアネットワークを構築する。そして、ロコモ機能の評価機器（健幸 aiちゃん）を用いて

ロコモデータの見える化に取り組み、運動器の健康の重要性の啓発、高齢者の生活習慣と運

動器の状態との関係性を明らかにすることで、エビデンスに基づく生活改善の助言ができ

る仕組みを構築する。このことによって、高齢者自らが健康増進や自立機能維持を目指す日

常生活習慣を獲得し、最終的には医療費の削減、介護給付費の削減の一助になることを目的

とする（内閣府，科学技術政策 Society 5.0，経済発展と社会的課題の解決の両立，「健康

寿命延伸・社会コストの削減」）。 

 

２．研究の必要性及び従来の研究 

 2007 年に日本臨床整形外科学会は、介護が必要となる要因の一つに「運動器の障害」を

挙げ、ロコモティブ・シンドローム（以下「ロコモ」）の対策が必要であるとしている。研

究代表者は、2014 年以降、高齢者を対象に「ロコモ」に関わる運動器の機能測定を開始す

ると同時に認知機能結果との関係の分析を開始した。高齢社会における健康施策の第 1 は、

健康寿命の延伸であり、自立機能を維持することである。現在では、「人生 100 年時代」と

もいわれ、100 歳まで元気生きるためには、運動器の機能維持が必然である。また、2014 年、

日本学術会議臨床医学委員会運動器分科会では、①運動器の健康の重要性に関する社会へ

の啓発活動、②運動器学に関する学問の推進、③健康寿命延伸に向けた運動器学の総合的研
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究支援体制の構築、④運動器の健康の指導を実践する人材の育成、⑤運動器検診に関するエ

ビデンスの構築、⑥運動器障害者の身体活動低下に起因する健康障害の予防、というように、

ロコモティブシンドロームの予防および研究の推進の重要性が提言されている。 

 これまでの研究は、高齢者の運動機能の測定や体操教室による運動機能変化、健康診断の

分析等が行われているが、ロコモティブシンドローム予防に特化した研究はまだ数少ない。 

 

３．期待される効果 

 本研究で行う組織間連携によって行われる取り組みは、厚生労働省が進めている「地

域包括ケアシステム」の構築の地域で取り組む生活支援・介護予防の領域で、エビデン

スに基づく介護予防の推進に貢献できる。さらに、「高齢者の保険事業と介護予防の一

体的な実施」における「介護予防の事業等」の「生活機能の改善」の領域でも同様の効

果が期待できる。 

 

４．研究の経過及び結果・評価 

 令和 3 年度は、厚木市から介護予防事業「フレイル予防教室、今から始める健幸への

道」を委託され実施した（図 1）。期間は、令和 3 年 8 月から令和 4 年 3 月、教室の内

容は、3 回のロコモチェック（8 月、12 月、3 月）、6 回の講義と運動教室そしてレクリ

エーションとウォーキングのイベントで構成されている。実際は、1 月 21 日から 3 月

21 日まで新型コロナまん延防止等重点措置のため、2 月のレクリエーションとウォーキ

ングイベント、3 月の 2 回の教室は中止となった。 

 

 

図 1 フレイル予防教室のリーフレット 



 ロコモチェックは、8 月と 3 月では、体組成、骨密度、血管年齢、「健幸 ai ちゃん」

を用いた脚筋力、歩行機能、認知機能（ストループ検査）、Timed Up and Go テストを実

施した。12 月の測定では体組成と「健幸 ai ちゃん」を用いた脚筋力、歩行機能、認知

機能（ストループ検査）を実施した。3 月の測定時には、日常生活の変化に関するアン

ケート調査も実施した。本教室の募集人員は 25 名であり、25 名の市民が応募した。 

 3 回の測定結果は以下の通りである。 

 

 

 

図 2 身体計測に関する測定結果の変化 
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図 3 運動機能に関する測定結果の変化 

 

いずれの測定結果においても、統計的に有意な変化はみられなかった。特に参加者の

運動機能は、同年代・同性の平均値より高い参加者だったため、月 1 回の運動刺激では

変化は期待できない。フレイル予防のために重要な点は、継続して運動を実施する生活

習慣を身につけること、栄養に気を付けること、社会参加を積極的に取り入れることで

ある。そこで、生活習慣の変化をアンケートで調べた結果を図 4 に示す。 
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図 4 生活習慣の変化に関するアンケート結果 

 

運動介入によって、生活行動が半数以上の人数で変化が認められた項目は、日常の行動

変化では、「歩くことが増えた」、「ストレッチをするようになった」というように、生

活習慣の中に運動を取り入れる変化が見られた。日常生活の交流に関しては、「会話が

増えた」、気持ちの変化では、「イライラしなくなった」、「落ち込むことが減った」、「運

動という言葉に敏感になった」、「運動や趣味を始めたい」、「体を動かすのが楽しくなっ

た」というように、前向きな生活習慣が身につく傾向がみられた。食生活においても、

「間食をしない」、「食事をしっかりととる」といった食習慣も改善された。 

 

５．今後の計画 

 厚木市の連携では、引き続き「フレイル予防教室、今から始める健幸への道」を実施

する。2022 年度は、レギュラー＾プログラムを、荻野地区（6 月～）、小鮎・緑ヶ丘地

区（8 月～）、玉川・森の里地区（12 月～）で実施し、レギュラープログラム終了後は、

月 1 回のフォローアッププログラムに移行する。それぞれのプログラムでロコモチェッ

クを実施する。 

 愛川町連携は、愛川町と神奈川工科大学との包括連携に関する協定（2020 年）に基づ

き、研究ブランディング事業の一環として、生活習慣病予防教室として「もっと元気プ
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ロジェクト with 健幸 ai ちゃん」を実施する。対象は 40 歳～64 歳の中年期とし、2022

年 7 月～2023 年 1 月までの期間に、全 10 回の教室を実施する。教室の内容は、講義、

運動、調理実習、ウォーキングからなり、教室の前、中間、終了後に健幸 ai ちゃんを用

いた測定と未病センターに設置された機器（体組成、骨強度、脳年齢、血管年齢、血圧）

の測定を実施する。また、本教室の目的は、教室に参加することによって、規則正しい

生活習慣を身に着けさせることである。そこで、研究ブランディング事業の成果である

見守りシステムを構築するために、参加者に活動量計を装着させ、LINE アンケートを

併用して継続的な生活習慣データを収集する。 

 

６．研究成果の発表 

中年・高齢期女性における運動機能の加齢変化の特徴，高嶋渉，高橋勝美，坂田大茂，

谷代一哉，松本一教，神奈川工科大学研究報告 A 人文社会科学編，第 46 号，2022 
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